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市場ニーズの多様化と製品寿命の短縮化に伴い,製造業を取り巻く経営環境

は厳しさを増しており,企業活動全般を支援し,高効率･柔軟な生産を可能と

する統合化情報システムの構築が必須(す)な状況となっている｡この統合化情

報システムを実現するための基盤技術が,DB(DataBase)とネットワークである｡

本稿では,DBのサイドから統合生産情報システムを検討し,DBの状況につ

いて論じる｡複合,分散システムアーキテクチャを指向する日立製作所の統合

形DB/DC(DataBase/DataCommunication)システムⅩDM(ExtensibleData

Manager)は,CIM(ComputerIntegrated Manufacturing)インフラストラク

チャとして要求されるDB/DCの基本的な機能,機構を持っている｡

□ 緒 言

情報処理システムは分散および集中を繰り返してきており,

現在,集中と分散の融合の時代を迎えている｡その適用対象

範囲,処理形態,処理対象データ,ネットワークの規模,さ

らには企業体での推進体制などに大きな変化が見られる｡

これは,ハードウェアおよびソフトウェア両面からの情報

蓄積流通管理システムの活発な研究開発および製品化によ

るもので,物理的に分散された情報へのアクセスと分散さ

れた情報の論理的な統合化が可能となってきたことを物語

っている｡

最近,ユーザーニーズの多様化に対応し,多品種少量生産

を実現するために,販売～製造～納入に至る全企業活動を高

効率でフレキシブルなものとし,収益の向上を支援する企業

体総合システムとして,CIM(ComputerIntegratedManu-

facturing)システムの議論が盛んである｡CIMはOAとFAを

統合した概念としてとらえられており,情報管理の観点から

みれば,20年ほど前に議論が活発であったMIS(Management

InfomationSystem)の生まれ変わりである｡それが現在,

情報処理および管理技術の進歩によって,本物になりつつあ

ると言えよう｡今後,活発なシステム開発が予想される｡

複数業務部門の有機的な結合として構成される組織体の自

律性･拡張性などのホロン的構造を十分に反映したシステム

開発が望まれる1),2)｡

以下,本稿では情報管理の観点からCIMシステムをとらえ,
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それをCIM情報システムと呼び,その核となるDB(DataBase)

システムの構成概要,基本的要件を述べ,次に,DBに関する

技術発展動向を踏まえ,CIM環境に対応するための日立製作

所でのDBシステムについて述べる｡

B CIM-DBシステム実現

CIM情報システムの特徴とCIM-DBシステムを実現するう

えでの基本的要件などを以下に述べる｡

2.1CIM情報システムのシステムイメージ

企業体は複数の業務部門から成り,それらが有機的に結合

したものである(図1参照)｡このため,CIM情報システムは

企業体を構成している複数の業務部門の活動を,情報の共用

や統合管理および柔軟な情報流通機能によって有機的に結び

付け,部門複合体としての企業体の効率的管理運営を実現す

るものでなければならない｡

2.l.1CIM情報システムの構成

企業体の各業務部門は,それ固有の情報システムを持って

いる｡企業体の階層および綱的構成のアナロジーから,企業

体CIM情報システムの構成は,各業務部門に対応した上位

CIM情報システムと下位CIM情報システムから成る階層形ネ

ットワーク構成の複合体と考えられる｡さまぎまなレベルで

の効果的な意思決定を支援するには,CIM情報システム間の

スムーズな情報アクセスが実現されねばならない｡そのため
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図I CIMのシステムイメージ CIMコンセプトが適用される組織

体は,上記のような業務部門(一つのまとまりのある情報システムを持つ｡)

から構成されており,それらは有機的に結合している｡なお,各業務部

門それ自体が,さらに下位のCIMを構成している場合もありうる｡

外部情報

収集管理部門

市場動向
D.B.

研究開発

試作部門
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____′/
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注:略語説明 DB(Data Base)

には,各CIM情報システム間を結合する通信網間の情報流通

(つなぎ)の充実と合わせて,情報統合管理を実現する分散情

報システムが必要となる｡

2.1.2 CIM情報システムのインフラストラクチャ

CIM情報システムを実現するうえでのインフラストラクチ

ャとして,以下の事項を満足しなければならない｡

(1)単一の計算機システムの中では,

(a)種々の業務サブシステムが共存できる｡

(b)サブシステムごとに情報処理システムが構築･運用で

きる｡

(c)サブシステム間での情報の相互参照が可能である｡

など,疎(まばら)なサブシステム共存機構を実現し,

(2)複数計算機システム間では,

(a)分散した情報･プログラムなどの円滑な相互利用がで

きる｡

こと,すなわち複合･分散サブシステム機構が基本的な骨格

となる｡

以上のように,CIM情報システムでは,各業務部門での効

率的な情報管理および各業務部門間の効率的な情報共用を実

現するためのDBシステムが重要な役割を果たす｡これをCIM-

DBシステムといい,以下これについて考察する｡

2.2 CIM-DBシステムの概要

CIM-DBシステムの構成および機能的要件について述べる｡
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管‡里部門

/

/

/

′
′

/

一一′

一一一■

■-J■

生産管理

部門

生 産

管 理

D B

､
-
-
､

､
-
-
､

ヽ--､′

｢ ′一一′､､

設計管理
D B

製茸管理
D B

､
-
ヽ

在庫物流

管理部門

顧客販売

管理部門

在_庫

管 理

D.B
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図2 CIM-DBの構成 CIMを構成している各業務部門はおのおのが利用する情報をDBとLて管王里Lているが,共用される情報もある｡回申の点

線は,同一DBに対する複数の業務部門からの参照関係が存在することを示している｡
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2.2.t CIM-DBの構成

企業体を構成する各業務部門は情報をDBとして管理する

が,その業務処理内容に応じて,部門間でのDBの相互参照が

発生する｡業務部門構成あるいはその業務内答によってその

構成は異なるが,各業務部門間のDB参照関係を考慮すると,

図2に示すDBの構成が得られる｡

2.2.2 CIM-DBシステムの機能的要件

上述の形態からわかるように,さまぎまなレベルでの意思

決定を支援するために,種々の観点からの情報参照や情報流

通管理をつかさどるCIM-DBシステムは,各業務部門固有の

データおよびデータ利用の多様化と高度化に対処する必要が

ある｡したがって,ハードウェア支援も含んだ以下の機能が

必要となる｡

(1)データの多様化と高度化への対応

CIM-DBシステムでは,情報処理対象部門の広範囲化に伴

い,取り扱うデータそのものも従来の文字･数値データに加

えて,図･表･イメージなどのマルチメディアデータを統合

的に取り扱うことが要求される(図3)｡

(2)データ利用の多様化と高度化への対応

また,データ利用に対してはエンドユーザー指向,リアル

タイム性,さらには多種多様な計算機の統合利用の観点から,

企業内統合マルチメディアDB管理機能
事務および技術データの統合管‡里機能

世代(バージョン)管理機能

大量データ高速処理,管理機能
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図3 CIM-DBシステムの機能的要件一データの多様化への対応-

データの多様化と高度化に対しては,マルチメディアデータ処壬里,そ

の広域管理の観点から上記のような機能を装備する必要がある｡
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生産性向上･高性能化･分散化など,種々の利用環境への対

応が必要となる(図4)｡

2.3 CIM-DBシステム実現の方向付け

CIM-DBシステムには種々の課題があるが,その中で情報

の相互利用の実現が最重要課題である｡このため,以下に述

べるデータの整備および環境の整備が必須と思われる｡

2.3.1情報流通の標準化

CIM情報システムでは,業務部門情報システム間の情報流

通が簡易かつ容易でなければならない｡そのためには,情報

流通の標準化あるいは統一が促進される必要がある｡現在,

活発に進められている種々の分野でのネットワーク･DB･言

語の国際標準化作業の動向を的確に把握しながら,かつ将来

性を見越したCIM情報システムを構築していく必要がある｡

2.3.2 DB相互運用形態の早期実現

CIM-DBシステム実現の当面の課題は,各業務部門間の情

報流通を可能とするための情報の整備,DB相互利用環境の実

現であり,DB相互参照の基盤システムの開発が必須である｡

このとき,ワークステーション,部門プロセッサ,ホストお

のおのでのDB相互参照の機能が実現されねばならない｡すな

わち,異機種均質･不均質分散DBシステムの実現である｡DB

の相互参照形態を図5に示す｡

(1)高級マンマシンインタフェース機能

(2)均質･不均質水平･垂直分散DB管理機能
(3)リアルタイムDB処理機能

(4)ノンストップ高速高信頼DB管理機能
(5)高度データ保護機能

DB利用の簡易化

業務処王里固有言語

最 新

リアルタイム性

延遅

第4世代言語

コマンド言語
/

コンパイラ言語
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図4 C】M-DBシステムの機能的要件-データ利用の多様化への

対応- データ利用の多様化と高度化に対Lては,マンマシンインタフ

ェース,広域情報涜通の観点から,上記のような機能を装備する必要がある｡
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図5 DB相互参照形態の方法 CIM環境では,DBの相互参照利用

がポイントとなる｡上図のような利用形態の早期実現が望まれる｡

B DB技術の変遷

3.1構造形DBからリレーショナルDBへ

情報処理システム発展の過程で,その基盤技術であるDB技

術も情報の高度利用,情報処理の生産性向上を目的に,さら

には業務の統合･合理化の手段として,ファイルからDBへ,

そのうえ新しいDBコンセプトの導入を通して急速に発展して

きている(図6)｡DBという用語は1950年代に出現し,1960年

代後半から1970年代前半のDBの揺藍(らん)期には,当時70-

ムであったMIS支援用として,さまぎまな試みがなされ数百

のDB管理用のパッケージが開発されている｡しかし,技術上

の問題あるいはユーザーの利用技術水準の低さなどによって,

その試みのほとんどは失敗に終わっている｡この失敗を受け

12

各パッケージメーカーおよびユーザーらは,データの重複排

除,データ独立性およびデータ相互の論理的関連の実現がDB

の基本機能であることの認識から,DBMS(Data Base

Management System:DB管理システム)の議論が活発に展

開された｡CODASYL(ConferenceonDataSystemsLan-

guages),DBTG(DataBaseTaskGroup),およびANSI/

SPARC(American NationalStandardsInstitute/Stand-

ardsPlanningandRequirementCommittee)などの構造形

DBを対象とした活動がそれである｡これらの成果が,現在の

DBMSの概念母体となっている3)｡

1970年にリレーショナルDBが出現し,DB研究および実験

システムの開発が活発化した｡リレーショナルDBは当初,非

専門家向きのわかりやすいDBモデルとして,研究者に熱狂的

に受け入れられた｡しかし,実用的にはせいぜい基幹DBを補

完するDBと考えられていた｡現在リレーショナルDBは,高

速化技術の精力的な研究･開発によって,研究レベルから実

用レベルへ,さらに基幹業務に耐えられる処理能力を備える

までに発展してきている｡計算機システムの生産性向上の観

点から,その高速化とあいまって,リレーショナルDBに関す

る製品化動向には目を見張るものがあり6),リレーショナルDB

を中心に据えた情報システム開発が展開されようとしている｡

3.2 分散DB

分散DBのねらいは,DB処理の負荷分散あるいは機能分散

による情報処理のコストパフォーマンスの向上,およびDBの

危険分散あるいは地域分散によるDBの信頼性･可用性の向上,

ならびに情報システムのネットワーク結合による拡張性の実

現である｡1970年代後半から分散DBに関する研究開発が活発

に実施されてきているが,(1)通信回線速度が嘆いこと,(2)リ

ソース占有時間が長いこと,さらには(3)運用管理負担が増大

することなどによって,今まで実用的なシステムを実現する

には至らなかった｡しかし,最近のユーザー情報処理要求の

多様化や広域化に合わせ,LAN(LocalArea Netふork),

WAN(Wide Area Network),VAN(Value Added

Network)といったハードウェア･ソフトウェア技術の進歩お

よび発展普及によって,分散情報処理あるいは遠隔情報処理

が実用化してきた｡特に,ワークステーションの発達･企業

活動の広域化･国際化によって分散情報処理の飛躍的な発展

が予想されている｡これに対応して,メインフレームメーカ

ーをはじめソフトハウスでも製品開発が活発化している｡ま

た,分散情報処理に関する国際標準化活動も国内外で精力的

に行われている｡国際規格に基づいた分散DBシステムの出現

も近いうちに行われると思われる｡

2章で論じたように,CIM情報システムの実現にはDB相互

利用手段の実現が必須であり,この基盤技術が分散DB管理技

術である｡
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情報処理の生産性向上を目的に,さらには業務のi統合合王里化の手段としてファイルからDBへ,

かつハードウェア技術の発展とともにDB技術は急速に発展してきている

3.3 新しいDBシステム

リレーショナルDBシステムの普及,データおよびデータ利

用の多様化によって,新しい分野(事務やエンジニアリング分

野ほか)へのDBシステムの通用,そして,それに関連して新

しいDBコンセプトの確立のための研究開発がアドバンストDB

の研究として国内外で活発に進められている｡その例が,オ

フィス情報システム(0IS:OfficeInformationSystem)やエ

ンジニアリング情報システム(EIS:EngineeringInformation

System)などのベースシステムと考えられているマルチメディ

アDBである｡これは,0IS,EISなどでマルチメディアDBが

必須であるという認識,マルチメディアデータ処理技術およ

び光ディスク,ディスプレイなどの記憶･表示媒体の発展に

よって,従来,対象としていた文字･数値データだけでなく,

図形･イメージなどの非数値データの操作が可能となってき

たことが主な原因である｡固有のデータ構造と操作系を必要

とする各メディアデータの複合体としてのマルチメディアデ

ータを管理するシステムの実現法としては,データおよび手

続きのカプセル化と,その構造化機構を示すオブジェクト指

向プログラミング技法のアナロジーから,オブジェクト指向

アプローチが注目されている｡このアプローチによる商用シ

ステムも出現しており,今後さらに活発な研究および製品開

発が展開されると思われる｡これらの研究成果は,CIM-DB

システム実現に直接かかわるものであり,今後の動向が注目

される｡

q 統合形DB/DCシステムXDMの展開

日立製作所では上記の状況を考え合わせて,情報処理の高

生産性とDB適用対象拡大などを図り,CIM-DBシステムを構

築するためにⅩDM(ExtensibleDataManager)をベースとし

た種々のDB関連製品を提供している｡その主なものとしては

次のものがある｡

(1)基幹業務用構造形DB管理システムⅩDM/SD(ⅩDM/

StructuredData Base)の充実

(2)国際標準データベース言語仕様に基づいたリレーショナ

ルDB管理システムⅩDM/RD(ⅩDM/RelationalDataBase)

の提供

(3)分散DB管理システムⅩDM/DF(ⅩDM/Distributing

Facility)の実現
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図7 XDM E2のシステム構成 XDMは複数のDB′/DCサブシステムから構成されており,システムの使用形態に合わせて柔軌二組み合わせて使

用できる｡なぉ,CIMシステムでは分散システムが重要なポイントとなる｡

(4)ホットスタンバイによる高信頼化機能の実現

(5)リレーショナルDB高速処理用ハードウェアエンジンの

提供

などが挙げられる｡

特に,複合･分散化の状況に対応し,組織,業務などの構

造に即した情報システムの構築･操作･運用を可能とするた

め,サブシステム指向の複合･分散アーキテクチャをDB,DC

(DataCommunication)の基本構造として実現している(図7)5)｡

また,リレーショナルDBに関しては,2次元の表に繰り返

し欄と呼ぶ配列要素を組み込み,操作性の向上･データモデ

ルの拡張を実現するとともに,SQL(Structured Query

Language)コマンドの数倍にものぼるソフトウェア性能の向

上,および多重プロセッサ処理性能の向上を果たし,国際規

格SQLをワークステーション,ホストなど共通仕様としたデ

ータベース言語のHAA(HitachiApplicationArchitecture)

化の推進などを横転的に行っている｡さらに,OAシステム用

DBサーバであるHOAPDBS(High-1evelObject Manage-

mentandProcessingSeⅣerDataBaseService)を実現する
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ことによって,ワークステーションーホスト間の円滑な情報

流通が可能となっている(図8)6)｡

以上述べてきたように,ⅩDMはCIMインフラストラクチャ

として要求されるDB/DCの基本的な機能,機構を持っている

と考えている｡

切 結 言

最近のコンピュータと通信機器の急速な進歩と,さらにそ

れら新技術を背景にしたDB技術やネットワーク技術の急速な

発展によって,企業活動全般にわたるダイナミズムを支援す

るに足る情報システムの構築が可能となってきている｡

本稿ではDB技術の発展動向を踏まえ,CIM情報システムの

インフラストラクチャとしてDBシステムを論じ,それに対応

して日立製作所のDB関連製品について説明した｡

今後は,ハード支援を含めさらにⅩDMを発展させるととも

に,ワークステーション,ホストー体となったマルチメディ

ア機能,知的DB管理などの高機能化を図り,アプリケーショ

ン間発の生産性向上･操作性の向上を行っていく考えである｡
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図8 マイクロメインフレーム結合 ワークステーシーヨン～ホスト間の円滑な情報流通を実現するHOAPSERVシステムが提供されて右り,ホ

ストとワークステーション間の垂直分散DB形態はHOAPDBSによって実現される｡
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宅盤恥阪井醇
回転倉庫と固定倉庫を

結合した自動倉庫システムの

運用方式の提案
日立製作所 都島 功･三森定道･他l

名

電気学会論文誌C

107,9,糾3～849(昭62-2)

近年,FA化が活発に推進されているが,

自動倉庫では,各注文に応じてパレット

から必要個数の製品を取り出すピッキン

グ作業は人間に頼らぎるをえず,しかも

多くの人手がかかっている｡以上の問題

点の解決のため,自動倉庫をピッキング

用の回転倉庫(棚が回転する倉庫)と,こ

れにパレットを供給する固定倉庫(ラック

＋クレーン)の2段階で構成し,ピッキン

グ効率向上のための新しい運用方式を提

案した｡また,本方式の有効性をシミュ

レーションによって従来システムとの比

較で示した｡

本方式は注文内容データを利用して,

処理順序が近い注文間ほど共通品目が多

くなるように注文処理順序を決める運用,

および決定された注文処理順序のもとで

近い将来再度ピッキングされるパレット

が回転倉庫上に格納されるように,回転

倉庫から固定倉庫への払い出レヾレット

を決める運用,から成る｡

オブジ工クト指向の

工業用ロボット視覚システム
日立製作所 松崎吉衛･磯部光庸･他3

名

情報処玉里学会論文誌

29,12,=t9～l128(昭62-12)

工業用ロボット視覚のソフト開発効率

向上を目的として,各種の認識対象を基

本となるオブジェクトの組み合わせとし

て定義できる,オブジェクト指向のロボ

ット視覚システムを開発した｡

オブジェクトの表現内容は,認識対象

自体の属性データと,認識に使用するメ

ソッドの種類である｡ロボット視覚の環

境は,ジョブ,ステージ,ウインドウの

3階層で表現され,この環境の上でオブ

ジェクトの位置が定義できる｡本ロボッ

ト視覚システムは,ユーザーとの対話に

よって認識対象の仕様を入力するヒュー

マンインタフェースモジュール,実行を

管理する認識モニタ,および認識処理モ

ジュールから構成される｡本ロボット視

覚システムを,部品判別,位置検出など,

従来専用システムが開発されていた各種

の物体認識作業に適用し,ソフト生産性

が大幅に向上することを示した｡
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論文抄線

Boundary-Fit座標変換と

Vorono摘任散化法を用いた

半導体デバイスシミュレーション
日立製作所 田子一農

電子情報通信学会論文誌C

70,8,l132～l140(昭62-8)

Boundary-Fit形曲線座標格子および

Voronoi離散化法を用いた半導体デバイ

ス特性解析手法を開発した｡

本手法では,幾何モデリング手法を用

いて境界形状を代表点入力で定め,格子

生成方程式を数値的に解いて曲線座標格

子点を自動的に生成できるため,一般曲

面形状を正確かつ容易に取り扱える｡ま

た,曲面境界に座標線を集中および直交

させることができ,物理量の計算精度の

向上が図れる｡ポアソン方程式と電流連

続式の曲線座標格子上での離散式は,直

交格子の差分法と同様に簡明な形にな

り,従来のBoundary-Fit法に比べて,電

流保存の精度を4けた以上向上した｡本

手法をMOSFETとアイソレーション寄生

MOSFETに適用し,ドレーン5Vの電圧

で安定に解が得られることを確認した｡

また,pn接合面形状を正確に考慮したバ

イポーラトランジスタの解析が可能であ

ることを示した｡

バッチ処理に適した

ソフトウェア構成

日立製作所 山田和幸

オートメーション

32,13,23-30(昭62-1Z)

プロセス工業の分野では,社会の個衆

化･分衆化の流れに伴い,多品種生産70

ロセスとしてバッチプロセスが改めて注

目されている｡

これにこたえるDCS(分散形ディジタル

制御システム)の機能について,次の3点

を紹介する｡

(1)統合オペレーション

プロセスの操作要素を,計器としてモ

デル化,CRT上に統合配置し,バッチプ

ロセスでの複合操作を実現する｡
(2)多品種管理システム

多品種を生産するプロセスを,品種予

約機能と品種設定機能の組み合わせで構

成し,多品種の製造･管理を支援する｡

(3)会話形システム構築機能

CRTとの対話による制御システムの構

築･メンテナンスを実現し,バッチプラ

ントでのプロセス変更へ柔軟な対応を可

能としている｡

凄細棚斗講

ひずみ移動による撮像系の

幾何ひずみ推定補正方式

日立製作所 本間弘一･古村文伸

計測自動制御学会論文集

Z3,12,了-13(昭62-ほ)

画像を用いた形状などの計測では,撮

像系の写像の幾何学的ひずみは,像をひ

ずませ計測誤差の原因となる｡このよう

な像ひずみは,ひずみを表す写像関数を

明らかにすれば,画像処理で補正できる｡

ところで,われわれは光学的なびずみを

持つ透明物体を観察対象の前で動かす

と,それにつれて観察パターンも動き,

ひずみを知覚することを経験する｡

本論文ではこのような現象を解析し,

ひずんだ画像自体からひずみを推定する

方式を導いた｡すなわち,撮像対象に対

し,ひずみを微′ト量摂動させ,それによ

る画像強度の変化から逆にひずみの空間

微分を求め,積分を行う｡空間微分の推

定には,演算の安定化のため,局所画像

領域に関する最小二乗法を用いる｡提案

方式をひずみシミュレーション画像と,

実際の走査電子顕微鏡に磁場ひずみを加

えて得た画像に適用し,ひずみの推定お

よび補正を有効に行えることを確認した｡

プログラマブルコントローラ

ネットワークと応用事例
日立製作所 渡辺 昇

ファクトリ･オートメーション

6,6l,80-84(昭63-8)

最近のプログラマブルコントローラの

市場動向と,HIZAC Hシリーズおよびグ

ラフィックモニタシステムGM-4000の機

能･仕様を紹介した｡

1.主な機能･仕様

(1)HIZAC Hシリーズ

(a)高速処理機能

(b)通信機能

(c)LANシステム

(d)高機能モジュール

(2)GM-4000

(a)プログラムレス作画

(b)高速描画

(c)スクロール機能

システム対応事例とし,FAパーソナル

コンピュータB16/FX,GM-4000および
HIZAC Hシリーズをコンポーネントとし

た原料ヤードのばら物荷役設備の自動

化,生産管理システムの実施例について

紹介した｡




